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核
疑
惑
二
艦
の
横
須
賀

配

備

撤

回

意

見

書

可

決

作
l

A

大

和

市

議

会

大
和
市
雙
屋
一
＋
―
-
百
、
核
兵

喜
載
の
塁
惑
が
持
た
れ
て
い
る
米
一
和
今

i
\~l 

`
f
r
こ

交

デイビス博士の報告

海
軍
駆
逐
艦
フ
ァ
イ
フ
と
、
巡
洋
艦

バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
の
横
須
賀
記
傭
計
画

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
社
会
、

翁
、
共
産
扁
守
系
の
一
部
の
賛

し
た
。
保
国
の
満

諭
を
認
め
る
立”̀ コ一ヨら

e
l

{

r

-

~
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6. 18トマホーク神奈川県民審査会から

ヽ
＼

5. 29 コモンデー ト88

場
が
ら
反
対
し
た
。

．
．
．
 九
月
ま
で
に
横
員
に
記

t
 

嘩
す
る
も
て
い
る
両
艦
船
は
、
巡

雙
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
垂
直

醤
醤
(
V
L
S
)
を
装
備
し
て
一

お
り
、
フ
ァ
イ
フ
に
四
十
五
基
、
バ

トマホークのi!licイjifi全咋すな！全国皿勁
●維持会員（月ltl会ii) ●参加会員（月1司会ft) ●通信会員

闘閃 llif 88{}|l は1閃l[l l g 8 8闘 包舟l00円
あなたも仲lt)に！
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五
月
の
最
終
週
は
、
全
世
界
的
に
海
の
軍
備
撤
廃

を
求
め
る
共
同
行
動
の
日
「
コ
モ
ン
デ
ー
ト
」
週
間

で
あ
る
。
日
本
で
も
、
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、

毎
年
五
月
の
最
終
日
曜
日
に
大
規
模
な
集
会
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
年
は
五
月
二
十
九
日
を
「
核
の
海
を

と
名
づ
け
て

生
命
の
海
ヘ
ー
ー
コ
モ
ン
デ
ー
ト
8
8
」

実
行
さ
れ
た
。

今
回
の
五
・
ニ
九
行
動
で
は
、
私
た
ち
反
ト
マ
全

国
運
動
と
神
奈
川
県
評
、
県
護
憲
な
ど
が
実
行
委
員

会
を
つ
く
り
、
会
湯
も
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
米
軍

基
地
に
隣
接
す
る
横
須
賀
臨
海
公
園
に
設
定
。
当
日

は
三
入

0
0人
の
参
加
者
で
会
湯
を
滴
杯
に
し
た
。

集
会
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
企
画
運
営
す
る
プ
レ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
大
声
で
叫
ん
だ
。

ち
な
み
に
、
一
等
賞
の
賞
品
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
本
、

二
等
は
三
宅
島
特
産
の
焼
酎
島
娘
、
三
等
は
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
な
ど
で
、
す
べ
て
有
志
の
カ
ン
パ
に
よ
る

も
の
。
一
等
賞
品
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
提
供
し
て
く
れ

た
服
部
学
さ
ん
も
参
加
し
て
大
声
を
張
り
上
げ
た
が
、

残
念
ー
・
三
等
賞
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
プ
レ
・
イ
ペ
ン
ト
を
終
了
、
本
集
会
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
予
定
で
い
た
が
、
当
日
参
加
し
}
{
`
i
.
,
;

i

:

1
ぃ
i
i
,
!
"
,
'
、
喝
ふ
g
 

ヘ．

屯！
参
加
者

三
八

0
0人
の

コ
モ
ン
デ
ー
ト
8
8

田
口

一
成

（ 

さ
て
、
•
メ
イ
ン
の
本
集
会
で
は
、
先
に
太
鼓
を
叩

ン
ス
に
湧
く

反
核
パ
フ
ォ
ー
マ

（し

イ
ペ
ン
ト
と
全
体
集
会
の
二
部
構
成
で
午
前
十
一
一
時

に
ス
タ
ー
ト
、
盛
夏
を
思
わ
せ
る
暑
い
陽
差
し
の
中

で
行
わ
れ
た
。

プ
レ
・
イ
ペ
ン
ト
で
は
ま
ず
、
地
元
横
須
賀
と
横

須
賀
在
住
の
人
た
ち
で
つ
く
る
ロ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

「
御
三
ノ
宮
パ
ー
ト
I
l
」
の
演
奏
で
本
番
入
り
。

C

C
R
（
ク
リ
ー
デ
ン
ス
・
ク
リ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

リ
バ
イ
パ
ル
）
や
ポ
プ
・
デ
ィ
ラ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
な
ど
お
な
じ
み
の
曲
目
を
披
露
。
最
後
に
同
グ

ル
ー
プ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
締
め
く
く
っ
た
。

集
会
参
加
者
は
、
六
(
)
~
七

0
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲

の
数
々
に
、
当
時
の
熱
い
気
持
を
揺
さ
ぷ
ら
れ
た
よ

う
だ
。
一
時
会
場
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に

つ
つ
ま
れ
た
。

続
い
て
は
、
当
日
各
地
か
ら
参
加
し
た
地
方
参
加

者
の
あ
い
さ
つ
。
京
都
、
名
古
屋
、
呉
、
佐
世
保
か

ら
駆
け
つ
け
た
市
民
運
動
家
が
壇
上
に
上
が
り
、
反

核
・
反
基
地
・
反
ト
マ
ホ
ー
ク
を
訴
え
た
。

い
た
逗
子
市
の
市
民
た
ち
が
飛
び
入
り
で
登
壇
。
池

子
米
軍
住
宅
に
反
対
す
る
思
い
を
込
め
た
歌
を
披
露

し
て
く
れ
た
。

市
民
連
合
）

（
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か

枝
釘
温
西
料
．
ら
井
工
會
り
営
悔
＾

五
・
ニ
九
横
須
賀
行
動
報
告

r̀ 
さ
ら
に
続
い
て
、

太
鼓
奏
者
菊
池
さ
ん
に
よ
る
お
神
楽
の
演
奏
。
菊
池

さ
ん
は
、
先
祖
が
明
冶
時
代
の
秩
父
困
民
党
蜂
起
の

際
、
太
鼓
を
叩
い
て
励
ま
し
た
と
い
う
反
潅
力
の
血

筋
を
引
い
て
い
る
C

本
来
民
衆
の
音
楽
l

だ
と
し
て
い
る
。

次
は
、
プ
レ
・
イ
ペ
ン
，
N
,

集
会
中
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

「
大
声
コ
ン
テ
ス
と
の
時
間
だ
。
こ
れ
は
、
壇
上

か
ら
海
を
陽
て
た
米
軍
基
地
に
向
か
っ
て
反
核
や
反

ト
マ
ホ
ー
ク
を
大
声
で
叫
ぽ
う
と
い
う
も
の
。
声
の

大
き
い
人
に
は
賞
品
も
授
与
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
市
民
が
小
船
を
仕
立

て
て
海
上
を
閉
鎖
し
、
核
艦
船
の
入
港
を
阻
ん
だ
実

績
が
あ
る
が
、
横
須
賀
の
地
元
市
民
グ
ル
ー
！
プ
で
も
、

こ
れ
に
な
ら
っ
た
「
平
和
船
団
」
を
結
成
し
て
い
る
。

こ
の
平
和
船
団
が
、
集
会
湯
の
沖
合
に
船
出
し
て
お

り
、
陸
上
か
ら
の
大
声
の
届
き
ぐ
あ
い
を
判
定
し
よ

う
と
い
う
仕
組
だ
。
ち
な
み
に
審
査
委
員
長
に
は
川

崎
市
の
青
柳
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

さ
て
、
参
加
者
は
次
々
と
登
壇
、

I

平
和
の
海
を

「
ト
マ
ホ
9

ー
ク
ぱ
来
る
な
！
J
な
ど
、
そ

返
せ
！
」

大
声
コ
ン
テ
ス
ト

横
須
賀
の
お
隣
逗
子
市
在
住
の

か
ら
報
告
さ
れ
た
。

「
宮
廷
音
楽
と
違
い
、

神
楽
は

い
た
菊
池
さ
ん
に
よ
る
｀
再
度
の
景
気
つ
け
の
お
神

楽
で
開
始
。
大
石
武
一
元
環
境
庁
長
官
の
あ
い
さ
つ

や
、
県
評
事
務
局
長
の
中
村
勝
美
氏
、
逗
子
市
議
の

沢
光
代
氏
、
千
葉
景
子
参
議
院
議
員
、
佐
野
城
次
総

評
関
東
プ
ロ
ッ
ク
議
長
な
ど
が
一
二
分
間
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
た
（
ー
ま
た
、
市
民
グ
ル
ー
プ
側
か
ら
は
、
「
三

宅
島
の

N
L
P
に
反
対
す
る
会
」
代
表
、
現
地
の

「
ト
マ
ポ
！
ク
烹
ョ
コ
ス
カ
母
港
に
反
対
す
る
市

民
の
会
」
、
「
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
」
＇
、

「
ト
マ
ホ
ー
ク
匿
母
港
化
計
画
県
民
審
査
会
」
、

「
生
活
ク
ラ
プ
生
協
」
、
「
ふ
れ
あ
い
の
会
」
な
ど

の
代
表
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

本
集
会
で
の
イ
ペ
ン
ト
で
は
、
歌
手
の
新
谷
の
り

子
の
歌
あ
り
、
「
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の

会
」
メ
ン
バ
ー
＇
ら
に
よ
る
反
核
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ

り
で
、
会
場
を
湧
か
せ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
五
・
ニ
九
集
会
は
世
界
的
な
広

が
り
の
中
で
取
り
組
ま
れ
、
日
本
で
は
と
く
に
新
鋭

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
「
フ
ァ
イ
フ
」
「
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
」

の
横
須
賀
母
港
化
を
焦
点
に
行
わ
れ
た
も
の
。
当
日

は
同
時
に
沖
縄
と
呉
で
も
集
会
が
持
た
れ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
モ
ン
デ
ー
J
週
間
全
体
で
は
、
全
世
界

二
十
九
カ
国
六
十
地
域
で
共
同
行
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
こ
と
が
、
「
反
ト
マ
全
国
運
動
」
の
梅
林
氏
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あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
恨
め
し
く
空
を
見
上
げ
な

が
ら
、
五
・
ニ
ニ
依
佐
美
行
動
は
始
ま
っ
た
。

今
年
の
依
佐
美
行
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
集
会
・
デ

モ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
署
名
・
宣
伝
行
動
に

な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
米
国
の
核
戦
略
の
中
で
依

佐
美
基
地
の
は
た
し
て
い
る
役
割
が
、
地
元
の
刈
谷

市
民
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
（
当
会
の
ア
ン
ケ

5. 

)
l
 

旦
L
O

核
も
安
保
も
い
ら
な
い
！

あ
い
ち
反
戦
の
会

栄
悔
璽
依
佐
華
送

信
布
を
な
く
そ
う

さ
る
五
月
五
日
11
子
ど
も
の
日
、
岩
国
市
職
平
和

研
究
会
は
、
広
島
、
呉
の
仲
間
た
ち
十
数
団
体
と
と

も
に
、
岩
国
基
地
開
放
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
ピ
ー
ス
・

信通ク
ス

ピ

リ

ッ

ト
8
8
行
動
に
と
り
組
ん
だ
。

基
地
開
放
デ
ー
と
は
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
、
基
地

ホマ
や
軍
隊
の
存
在
を
容
認
さ
せ
る
た
め
の
“
宣
撫
策
”

と
し
て
年
一
回
行
う
も
の
で
、
当
日
は
基
地
内
に
民

4
,
 
反刊
間
人
を
自
由
に
出
入
り
さ
せ
、
軍
用
機
な
ど
を
見
学

さ
せ
た
り
、
米
兵
が
日
本
人
と
一
緒
に
軍
用
機
の
前

月可
で
記
念
渇
影
に
お
さ
ま
っ
た
り
し
て
サ
ー
ピ
ス
に
つ

認物
と
め
る
。
ま
た
自
衛
隊
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
11
プ
ル
ー
イ

便種
ン
パ
ル
ス
の
曲
芸
飛
行
を
披
露
し
た
り
す
る
。

郵第
こ
の
開
放
デ
ー
の
人
出
は
毎
年
十
万
人
と
い
わ
れ
、

三日1
8
（
岩
国
市
の
人
口
は
約
十
二
万
人
）
県
内
に
限
ら
ず

月郡
近
県
各
地
か
ら
の
見
学
者
で
当
日
は
国
道
に
車
の
長

8
 
98

蛇
の
列
が
続
く
。
ま
た
今
年
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

て
空
を
飛
び
ま
わ
る
プ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
一
般
見

学
者
は
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
以
上
の
騒
音

で
日
常
的
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
岩
国
市
民
は
と
て

も
そ
ん
な
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

基
地
内
見
学
の
後
、
市
役
所
内
に
あ
る
岩
国
市
職

事
務
局
で
反
基
地
交
流
会
を
行
い
、
岩
国
基
地
の
現

6

f五
2

S

ご
9
に
{
5
F

妥
＇
均
よ
、
：
Q
8

ば
吃
コ
．
唸
百
唸
ペ
コ
唸
ぢ
ぷ
応
5

コ沈
5

コ，況
T
唸
ぢ
劣
ぢ
苓
詞
苓
つ
沈
ご
ぷ
コ
ぷ
r
唸
6
守
唸
t
ck

コ劣
‘
(
{
8

応5
6

唸
6
8
,
6
に
8

↓，杢
6,

｛唸
6

ご，唸
6

コ
ぷ
ご
，
礼
百
苓
百
吃
つ
吃
っ
劣
ク
よ

畠

中

靖

（

岩

国

市

戦

平
和
研
究
会
）

岩
国
行
動

ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト

ブ
）
ん
な
基
應
は

い
、
り
ん
！
・

市
内
の
商
店
な
ど
に
よ
り
、
基
地
近
く
の
路
上
に

“
ア
メ
リ
カ
村
”
な
る
も
の
が
企
画
さ
れ
、
色
々
な

イ
ペ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
十
数
名
は
こ
の
日
、
基
地
正
面
ゲ
ー
ト

前
の
路
上
で
約
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
「
こ
ん
な
基

地
は
い
ら
ん
」
と
題
し
た
ピ
ラ
を
基
地
に
入
る
人
々

に
配
布
し
た
。

ピ
ラ
を
受
け
取
っ
た
人
々
は
ほ
と
ん
ど
が
「
エ
？
」

と
い
う
け
げ
ん
な
表
情
で
「
今
か
ら
基
地
に
遊
び
に

状
と
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の

日
本
母
港
化
反
対
の
取
り
組
み
、
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ

ッ
ト
呉
行
動
（
五
・
ニ
ニ
）
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
。

今
回
の
行
動
は
、
岩
国
市
聴
平
和
研
究
会
と
し
て

は
初
め
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
岩
国
基

ー
ト
調
査
結
果
で
は
基
地
の
役
割
は
断
片
的
に
し
か

理
解
さ
れ
て
い
な
い
）
こ
と
と
基
地
周
辺
の
人
々
と

出
会
う
機
会
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
不
十
分
だ

が
月
一
回
の
基
地
周
辺
宣
伝
行
動
を
積
み
重
ね
て
き

た
こ
と
の
延
長
上
に
今
回
の
と
り
く
み
を
位
置
づ
け

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
署
名
の
方
は
、
角
岡
（
つ
の

お
か
）
刈
谷
市
長
、
鈴
木
愛
知
県
知
事
に
対
し
て
、

“
依
佐
美
送
信
所
の
撤
去
を
求
め
る
”
要
請
署
名
と

し
て
、
今
回
の
行
動
を
出
発
点
と
し
て
始
め
た
も
の

で
あ
る
。

当
日
午
前
十
時
、
依
佐
美
基
地
に
ほ
ど
近
い
国
鉄

名
鉄
併
駅
の
刈
谷
駅
南
口
に
、
前
日
の
交
流
会
に
ひ

き
つ
づ
い
て
参
加
し
た
ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡

会
の
仲
間
と
と
も
に
集
合
。
午
前
中
い
っ
ぱ
い
同
訳

の
南
北
両
駅
頭
に
分
か
れ
て
暑
名
・
宣
伝
行
動
を
行

っ
た
。
雨
の
中
人
通
り
も
ま
ば
ら
な
た
め
署
名
も
そ

う
多
く
集
ま
ら
ず
、
意
気
も
あ
が
ら
ず
午
前
中
の
行

‘̀
 ｀
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行
く
の
に
基
地
は
い
ら
ん
と
い
ヤ
ァ
」
と
も
ら
す
人

も
た
く
さ
ん
い
た
が
、
中
に
は
自
分
も
基
地
騒
音
で

苦
し
ん
で
い
る
か
ら
基
地
反
対
（
撤
去
）
に
は
同
感

だ
と
積
極
的
に
述
べ
る
人
も
お
り
、
基
地
に
行
く
か

ら
全
部
が
全
部
基
地
を
容
認
し
て
い
る
と
い
う
も
の

で
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

ビ
ラ
配
布
の
後
、
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
赤
旗
を

揚
げ
て
わ
れ
わ
れ
も
基
地
内
に
入
り
見
学
を
行
っ
た
。

色
と
り
ど
り
の
煙
を
吐
き
な
が
ら
轟
音
を
響
か
せ

地
撤
去
の
闘
い
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
大
い
に
意

義
が
あ
っ
た
と
思
っ
。
今
後
は
、
平
和
研
を
質
的
量

的
に
発
展
さ
せ
、
反
戦
反
核
、
反
基
地
、
反
原
発
、

反
天
皇
を
闘
う
全
国
の
仲
間
た
ち
と
結
ん
で
い
き
た

、.ヽ
動
は
終
っ
た
。
昼
食
の
後
、
午
後
一
時
に
再
び
南
口

に
集
合
。
三
十
分
程
の
か
ん
た
ん
な
集
会
を
開
く
。

名
古
屋
労
組
連
の
阪
野
さ
ん
、
京
都
ト
マ
連
の
吉
田

さ
ん
か
ら
発
言
を
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ

2
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
基
地
め
ざ
し
て
出
発
と
な
っ

た
。
ピ
ラ
を
ま
き
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
、
途
中
、
集
中
的
に
各
戸
ピ
ラ
配
布
を
行
う

と
い
っ
た
形
で
、
総
勢
三
十
名
の
仲
間
が
雨
を
つ
い

て
歩
く
。
基
地
の
北
側
を
回
る
コ
ー
ス
に
は
、
角
岡

刈
谷
市
長
の
自
宅
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
で
は
と
く
に

念
入
り
に
情
宣
が
行
わ
れ
た
。
一
方
宣
伝
カ
ー

2
台

(

1

台
は
途
中
か
ら
加
わ
っ
た
京
都
の
宣
伝
カ
ー
）

が
両
方
の
コ
ー
ス
沿
い
を
縦
横
に
走
り
“
依
佐
美
基

地
撤
去
”
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

三
時
ご
ろ
参
加
者
全
員
が
基
地
に
隣
接
す
る
双
葉

公
園
に
到
着
。
雨
に
け
む
る
基
地
を
に
ら
み
な
が
ら
、

ま
と
め
の
集
会
が
行
わ
れ
た
。
地
元
刈
谷
市
に
住
む

ー
，
！
：
‘
,
．
ー
ン
｀
ヽ
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らなし
4港で国際共同行動

ヽ
と
連
呼
し
な
が
ら
ね
り
歩
い
た
。
＞
（
デ
ル
タ
）
女

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
つ
く
っ
た
「
桃
太
郎
さ
ん
」
の

替
え
歌
「
ト
マ
ホ
ー
ク
さ
ん
」
も
好
評
だ
っ
た
。
こ

の
太
鼓
の
音
は
、
道
行
く
人
々
の
関
心
を
い
つ
に
な

く
ひ
き
つ
け
た
。米

艦
の
呉
入
港

二
十
五
日
に
は
広
島
市
長
に
向
け
て
S
S
D
m
の

一
発
言
の
中
で
海
の
I
N
F
の
全
廃
、
と
り
わ
け
ト
マ

ホ
ー
ク
艦
の
横
須
賀
配
備
に
対
し
被
爆
地
の
長
と
し

て
絶
対
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
、
呉
市
役
所
記
者
ク
ラ
プ
に
は
、

5. 22呉

暉戸内を核の多

身f台にするな 90
 

▲広島・呉港

社会新椋l::I) 沖縄・ホワイトピーチ▼

湯浅

（トマホークの配備を

許すな！呉市民の会）

一郎

神
谷
さ
ん
、
同
市
在
住
で
初
め
て
行
動
に
参
加
し
て

く
れ
た
A
さ
ん
が
発
言
。
京
都
ト
マ
連
の
仲
間
、
名

古
屋
労
組
連
の
タ
カ
ラ
プ
ネ
労
組
、
“
フ
ィ
リ
ピ
ン

パ
ナ
ナ
と
私
た
ち
”
の
有
志
の
み
な
さ
ん
が
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
、
最
後
に
基
地
に
向
か
っ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
た
た
き
つ
け
、
五
・
ニ
ニ
行
動
を
終
え
た
。

今
回
の
行
動
で
は
、
参
加
者
三
十
名
と
多
く
は
な
か

“
ダ
イ
・
イ
ン
も
ど
き
”

二
十
七
日
米
艦
が
呉
港
に
入
る
と
い
う
情
報
が
入
り
、

大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
急
拠
二
十
六
日
、

呉
市
に
、
核
は
な
い
と
い
う
証
明
が
な
い
米
艦
の
入

港
は
拒
否
す
る
よ
う
申
し
入
れ
、
当
日
、
朝
八
時
海

上
自
衛
隊
F
パ
ー
ス
に
二
十
人
が
集
ま
っ
た
。
そ
の

湯
で
ラ
ズ
パ
ー
ン
、
サ
ン
プ
ル
の
入
港
に
抗
議
す
る

集
会
を
開
き
、
艦
長
あ
て
の
英
文
の
抗
議
文
を
よ
み

あ
げ
、
サ
ン
プ
ル
乗
員
に
訴
え
た
。

そ
の
後
、
何
の
対
応
も
し
な
か
っ
た
呉
市
に
抗
議

す
る
た
め
市
役
所
へ
移
動
。
そ
こ
で
偶
然
サ
ン
プ
ル

の
艦
長
が
市
長
を
表
敬
訪
問
す
る
と
こ
ろ
に
出
あ
わ

し
、
と
っ
さ
に
彼
ら
を
追
い
か
け
、
エ
レ
ペ
ー
タ
，
＇

雨
の
な
か
の

濾
璽
そ

っ
た
が
、
各
戸
ピ
ラ
配
布
を
と
お
し
て
、
地
元
住
民

と
“
出
会
う
場
”
が
つ
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
参

加
者
に
は
好
評
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
五
・
ニ
ニ
行
動
は
、
陸
上
I
N
F
全
廃
条

約
と
は
裏
腹
に
進
め
ら
れ
る
海
洋
I
N
F
の
増
強
ー

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
噴
須
賀
母
港
化
と
い
う
事
喋
の
中

で
そ
れ
を
支
え
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
依
佐
美
基

全
国
的
な
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
OOOO
に
呼
応
し
て
、

岩
国
、
広
島
、
呉
の
地
域
か
ら
声
を
あ
げ
よ
う
と
始

め
た
広
島
行
動
は
、
五
月
末
の
呉
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
で
一
段
落
を
迎
え
た
。
こ
の
間
私
た
ち
は
ト

マ
ホ
ー
ク
匿
の
横
須
賀
配
備
を
と
め
る
た
め
に
広
島

の
地
で
何
が
で
き
る
か
を
追
究
し
、
被
爆
地
の
自
冶

体
を
し
て
母
港
化
反
対
の
意
志
を
表
明
さ
や
ー
よ
う
と

い
う
世
論
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
き
た
。
五
月
の

「
海
の
軍
備
煎
廃
を
9
•

国
禁
通
末
」
は
そ
の
一
っ

の
節
目
と
考
え
、
五
月
二
十
二
日
、
「
瀬
戸
内
の
海

を
核
の
発
射
台
に
す
る
な
」
を
テ
ー
マ
に
ピ
，
ー
ス
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
in
呉
を
行
い
、
そ
の
上
で
県
労
、

S
S

D
m
に
む
け
て
行
動
す
る
広
島
の
会
主
催
の
五
・
ニ

地
を
含
め
た
）
が
重
視
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

い
る
中
で
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
後
の

状
況
の
煮
詰
ま
り
に
つ
れ
て
、
そ
の
成
果
が
表
わ
れ

る
よ
う
な
署
名
も
含
め
た
運
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
逗
忘
}
-
>
茫
遥
，
＄
迫
’
芯
，
＿
遥
，
p

r
逗
蕊
ざ
迫
'
{
芯
翌
遥

'
9，
孟
善
蕊
ヤ
「
9芯
｝
，
も
ざ
迫
忌
も
迫
白
淫
忌
ざ
遥
―
i
y
)
・
も
｝
忌
｝
も
¥
'
塁
こ
き
遥
｀
＇

5
｝-
a
vゞ
＇
遥
'
-
〉
5
}
>
竺
迫
も
）
芯
）
・
ミ
）
―
●
j

Y
迄
；
恙
~
迄
｝
も
）
：
ー
逗
’
「
忌
遥
·
-
〉
活
-
>
浮
迄
了
迫
‘
5
姦
ご
迫
＄
茫
逗

九
「
核
ト
マ
ホ
ー
ク
證
入
港
阻
止
、
海
洋
の
非
核
化

を
求
め
る
呉
港
集
会
」
に
合
流
す
る
と
い
う
企
画
を

準
備
し
た
。

二
十
二
日
は
朝
か
ら
の
大
雨
の
中
、
蔵
元
通
り
公

園
で
五

0
人
あ
ま
り
が
集
ま
り
、
傘
を
さ
し
て
の
行

動
と
な
っ
た
。
各
団
体
の
ア
ピ
ー
ル
、
歌
に
つ
づ
き
、

当
初
呉
港
で
の
核
兵
器
事
故
を
想
定
し
た
ダ
イ
・
イ

ン
を
予
定
し
て
い
た
が
、
雨
で
で
き
ず
、
結
局
一
分

間
目
を
つ
む
っ
て
、
核
事
故
に
想
い
を
め
ぐ
ら
す
こ

と
で
、
「
ダ
イ
・
イ
ン
も
ど
き
」
を
行
っ
た
。
最
後

に
子
ど
も
が
“
と
び
う
お
の
坊
や
は
病
気
で
す
”
の

一
節
を
朗
読
し
、
「
こ
の
本
を
よ
ん
で
私
は
、
核
兵

器
を
地
球
か
ら
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
閉
会
し
た
。

そ
の
後
中
通
り
商
店
街
を
パ
レ
i
ド
。
太
鼓
に
あ

わ
せ
て
「
核
の
海
か
ら
い
の
ち
の
海
ヘ
ー
・
ト
マ
ホ

ー
＇
ク
い
ら
な
い
よ
！
呉
に
核
は
い
ら
な
い
よ
！
」

の
中
で
英
文
の
抗
議
文
を
手
渡
し
た
。
市
と
の
交
渉

で
は
、
正
式
に
は
市
に
何
の
通
知
も
な
い
ま
ま
で
い

つ
つ
、
一
方
で
艦
長
の
表
敬
訪
問
を
受
け
る
と
い
う

市
の
姿
勢
を
追
及
し
た
。

二
十
九
日
の
集
会
は
一
週
間
前
と
う
っ
て
変
わ
っ

て
快
晴
の
中
で
行
わ
れ
一
五

0
0
~
二
0
0
0人
が

集
ま
っ
た
。
こ
れ
は
呉
で
は
少
な
く
み
て
も
十
五
年

ぷ
り
以
上
の
こ
と
で
、
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
8

の

中
で
横
須
賀
集
会
に
呼
応
し
て
呉
で
こ
の
よ
う
な
集

会
が
も
た
れ
た
こ
と
は
画
期
的
だ
っ
た
。
折
り
し
も

目
の
前
に
は
二
隻
の
米
艦
が
停
泊
し
て
お
り
、
集
ま

っ
た
人
々
の
中
に
継
続
的
な
取
り
組
み
へ
の
意
欲
が

め
ば
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
三
十
一
日
に
は
県
に
対
し
米
艦
の
入
港
に

抗
議
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
請
を
行
っ
た
。

こ
の
十
日
間
は
実
に
慌
た
だ
し
く
通
り
過
ぎ
た
。

特
に
そ
の
中
間
に
米
艦
が
呉
に
入
っ
た
こ
と
で
、
ひ

と
き
わ
忙
し
く
は
な
っ
た
が
、
そ
の
分
、
私
た
ち
の

側
も
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
う
し
て
今
年
の
国
際
ウ
イ

ー
ク
エ
ン
ド
は
思
わ
ぬ
形
で
多
彩
な
取
り
組
み
が
実

行
で
き
た
。
今
、
広
島
県
、
呉
市
、
広
島
市
む
け
の

要
請
署
名
の
第
一
次
集
約
を
と
り
ま
と
め
、
六
月
下

旬
か
ら
関
係
機
関
に
提
出
し
て
い
く
準
備
に
入
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
、
秋
へ
向
け
て
の
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
母

港
化
阻
止
の
世
論
づ
く
り
の
出
発
点
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
事
故
の
可
能
性
を
認
め

て
い
る
。
比
較
的
発
生
す
る
可
能
性
の
少
な
い
も
の

と
し
て
、
「
偶
発
的
核
爆
発
」
、
「
核
兵
器
の
落
下

（
発
射
で
な
く
、
誤
っ
て
搭
載
さ
れ
た
艦
や
飛
行
機

か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
既
に
発
生
し
た
事
実

も
あ
る
）
」
が
あ
り
、
最
も
起
き
る
公
算
の
大
き
い

事
故
と
し
て
、
「
推
進
用
原
子
炉
事
故
」
「
火
災
に

よ
る
核
兵
器
へ
の
引
火
」
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

七
七

0
0
0人
の
死
者

ニ
に
つ
い
て
。
今
回
の
デ
イ
ビ
ス
博
士
の
研
究
は
、

①
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9
を
5
g
有
す
る
核
弾
頭
一

個
が

3
時
間
船
舶
火
災
で
燃
焼
し
た
核
兵
器
事
故
。

②
炉
心
溶
融
と
格
納
容
器
の
破
損
に
よ
り
放
射
能
を

帯
び
た
炉
心
の
一
部
が
4
時
間
に
わ
た
り
周
囲
の
環

境
に
放
出
さ
れ
る
原
子
炉
事
故
、
の
二
つ
の
シ
ナ
リ

オ
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す

結
果
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
原
子
力
産
業
を
規
制
す

る
た
め
に
米
原
子
力
規
制
委
員
会

(
N
R
C
)
に
よ

っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
方
法
に
基
づ
き
、
極
め
て
控

え
目
な
仮
定
と
組
み
合
わ
せ
た
結
果
と
し
て
算
出
さ

れ
て
い
る
。

平只なトマホー7(1)火災争双、あ砂iま

艦船の原子炉事故が起こったら
聴く人をうならせるデイビス博士の報告

6. 18トマホーク神奈川県民審査会から

加納 明
r
』

.

`

ヤVl

、

コ

＿

）

r

ー

エ

ー

，

ヒ

・

フ

＿

名

、

イ
カ
、

ア

／

だ

ソ

「
I

応

否

サ

待
望
の
来
日

「
核
兵
器
事
故
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
会
」
（
代

表
11
大
石
武
一
元
環
境
庁
長
官
）
の
招
き
で
、
米
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ピ
ス

博
士
の
待
望
の
来
日
が
実
現
し
た
。
同
氏
の
名
は
、

核
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
反
対
の
論
陣
を
張
っ
た
学
者

と
し
て
私
た
ち
に
は
お
な
じ
み
で
あ
る
。
最
近
は
ト

マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
母
港
化
が
計
画
さ
れ
た
際
、
同
艦
で
発
生
す

る
事
故
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
科
学
的
に
行
い
、

母
港
化
阻
止
の
大
き
な
契
機
を
生
み
出
し
、
私
た
ち

の
フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
母
港
化
阻
止
運
動
に

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
。

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
会
」
で
は
、
横
須
賀
、
呉
、

佐
世
保
の
港
で
軍
艦
推
進
用
原
子
炉
と
核
兵
器
の
事

故
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
依
頼
し
た
。
算
出
の
前
提
と

4

な
る
三
つ
の
港
周
辺
の
地
形
図
、
人
口
分
布
、
気
象

デ
ー
タ
な
ど
の
基
礎
的
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
も
約
二

カ
月
程
前
に
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
会
」
の
責
任
で

博
士
の
も
と
へ
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
来
日

は
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
研
究
発
表
を
日
本

の
各
地
で
行
う
目
的
で
計
画
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
核
兵
器
事
故
、
原
子
炉
事
故
の

い
ず
れ
を
問
わ
ず
、
煙
霧
状
の
放
射
能
雲
を
生
ぜ
し

め
、
最
も
多
い
夏
風
の
風
向
き
で
北
北
東
へ
移
動
、

約
ニ
キ
ロ
か
ら
十
キ
ロ
幅
の
プ
ル
ー
ム
（
煙
状
の
気

塊
）
と
し
て
横
須
賀
か
ら
東
京
都
心
部
を
通
過
す
る
。

プ
ル
ー
ム
は
帯
状
に
放
射
能
を
残
し
て
重
大
な
放
射

能
汚
染
と
そ
れ
に
伴
う
死
者
が
想
定
さ
れ
る
地
帯
は

半
径
一

0
0キ
ロ
以
上
に
及
ぷ
。
東
京
、
横
浜
は
も

ち
ろ
ん
、
船
橋
、
千
葉
、
大
宮
、
川
越
、
八
王
子
、

平
塚
と
い
っ
た
主
要
都
市
も
含
ま
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
空
気
中
濃
度
は
事

故
現
場
近
く
で
、
現
行
米
連
邦
政
府
限
界
値
を
一
万

倍
ま
で
越
え
、
東
京
全
域
で
も
一

0
倍

~
1
0
0倍

に
な
る
。
ま
た
、
当
然
に
放
射
性
降
下
物
と
し
て
地

表
や
建
物
の
内
部
に
取
り
込
ま
れ
、
外
部
表
面
の
汚

染
濃
度
は
事
故
現
場
近
く
で
米
連
邦
政
府
限
界
値
の

1
0
0万
倍
を
越
え
、
東
京
全
域
で
も
一

0
0
0倍

を
越
え
る
。

し ヽ`

憂“

研
究
発
表
の
詳
細
は
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
会
」

発
行
の
日
英
両
文
に
よ
る
報
告
書
（
約
三
五

0
ペ
ー

ジ
、
三

0
0
0円
に
て
販
売
中
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
の
で
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
。

最
も
危
険
な
核

ト
マ
ホ
ー
ク
神
奈
川
県
民
審
査
会
の
講
演
で
、
デ

イ
ピ
ス
博
士
は
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
報
告
し
た
。

一
、
核
積
載
能
力
艦
、
原
子
力
推
進
艦
寄
港
の
政
策

的
枠
組
み
、
二
、
事
故
の
帰
結
、
三
、
事
故
の
確
率
、

四
、
政
策
勧
告
、
で
あ
る
。

一
に
つ
い
て
。
米
海
軍
の
核
戦
力
は
世
界
中
に
あ

る
あ
ら
ゆ
る
核
戦
力
の
中
で
も
最
も
危
険
な
も
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
国
の
港
を
離
れ
て
核
艦
船
を

同
盟
国
の
港
に
配
置
す
る
前
進
展
開
戦
略
I
I
母
港
化

政
策
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
米
海
軍
だ
け
で
あ
る
。

日
本
の
港
は
全
て
核
攻
撃
の
目
標
に
な
り
、
核
事
故

の
危
険
を
伴
う
。
横
浜
、
横
須
賀
と
い
っ
た
大
都
市

に
原
発
が
建
設
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
核
兵

器
貯
蔵
も
し
か
り
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米

軍
の
政
策
と
し
て
情
報
開
示
が
な
い
た
め
核
艦
船
の

寄
港
の
危
険
性
に
つ
い
て
公
開
議
論
が
成
立
せ
ず
、

と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
は
一
層
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
地
域
に
存
在
す
る
人
々
は
、
空
気
の
吸

入
に
よ
っ
て
内
部
被
曝
す
る
量
だ
け
で
も
米
連
邦
政

府
基
準
の
約
一

0
0
0倍
、
東
京
の
ほ
ぽ
全
域
で
限

界
値
の
約
一

0
0倍
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

必
然
的
に
人
々
は
遠
隔
地
に
避
難
を
強
い
ら
れ
、
東

京
経
済
は
一
時
停
止
に
追
い
こ
ま
れ
る
。
こ
れ
に
よ

る
「
間
接
的
」
損
失
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
か
り
に

汚
染
除
去
が
可
能
で
あ
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
費
用
は
米
政
府
の
研
究
に
基
づ
く
と
約
十
九
兆

円
、
つ
ま
り
日
本
の
国
家
予
算
の
三
分
の
一
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る
死
亡
者
の
数
に
つ

い
て
は
、
核
兵
器
事
故
の
湯
合
、
事
故
地
点
か
ら
一

-
O
K
M
ま
で
に
及
び
二
四
、
九
七
一
人
。
放
射
性

降
下
物
に
よ
る
中
期
的
お
よ
び
長
期
的
被
爆
（
地
上

照
射
）
に
よ
り
、
最
初
の
一
週
間
で
さ
ら
に
死
亡
者

数
は
二
五
、
五
六
五
人
増
加
し
、
そ
の
後
の
一
年
で

さ
ら
に
二
六
、
九
九
四
人
が
加
わ
り
、
従
っ
て
一
年

間
避
難
を
し
な
か
っ
た
と
し
た
湯
合
、
潜
状
ガ
ン
に

サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
平
和
窄
殺
セ
ン
タ
ー
か
ら
ト

マ
喰
い
虫
社
に
寄
せ
ら
れ
た
六
月
十
丘
叩
企
匹
必
布
）

ァ
イ
フ
と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
は
、
い
ま
だ
サ
ン
・
デ
ィ

エ
ゴ
に
滞
在
し
て
い
る
。
両
艦
は
出
入
港
を
繰
り
返

し
て
は
い
る
が
、
四
、
五
日
以
上
港
を
出
る
こ
と
は

な
い
、
と
の
話
で
あ
る
。
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よ
る
死
亡
者
だ
け
で
も
七
七
、
五
三

0
人
と
な
る
。

さ
ら
に
重
度
の
遺
伝
的
隊
害
者
を
数
え
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
数
値
に
す
べ
て
倍
す
る
数
に
達
す
る
死
者
が
出

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

事
故
の
確
率

三
に
つ
い
て
。
核
兵
器
事
故
の
確
率
は
米
軍
が
核

兵
器
自
体
の
存
在
を
明
ら
か
に
せ
ず
f
事
故
発
生
を

否
認
す
る
こ
と
が
政
策
的
に
許
さ
れ
て
い
る
た
め
、

わ
か
ら
な
い
．
し
か
し
、
米
軍
で
は
明
ら
か
に
な
っ

た
だ
け
で
も
過
去
三
二
回
の
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、

そ
の
う
ぢ
三
回
は
太
平
洋
で
、
三
回
は
湯
所
が
不
定

で
あ
る
。
推
進
用
原
子
炉
事
故
の
確
率
は
、
発
電
用

に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
加
圧
水
型
の
技
術
で
あ
る
た

め
確
率
を
推
定
し
や
す
い
。
一
原
子
炉
に
つ
き
一
年

間
に
約
一
千
分
の
一
。
米
軍
で
は
一
六
一
基
の
推
進

用
原
子
炉
が
稼
働
中
で
あ
る
の
で
、
全
体
で
は
千
分

の
一
六
一
で
あ
る
。

真
剣
な
議
論
と
対
策
を

四
に
つ
い
て
。
日
本
国
民
と
政
府
は
、
核
艦
船
の

寄
港
に
伴
う
コ
ス
ト
と
利
益
を
公
開
の
場
で
真
剣
に

討
議
し
、
寄
港
を
認
め
る
か
否
か
の
政
策
の
見
直
し

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
寄
港
を
受
け
入
れ
る

と
し
て
も
、
次
の
こ
と
を
怠
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

本
研
究
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
、
核
事
故

の
環
境
へ
の
影
響
を
詳
細
に
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。

と
り
わ
け
陸
と
水
へ
の
影
響
、
海
の
生
態
系
に
注
目

し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
二
、
日
本
政
府
と
関
係
自

治
体
は
、
核
事
故
が
も
た
ら
す
医
学
的
被
害
に
つ
い

て
、
充
分
な
人
力
と
資
力
を
投
入
し
た
分
祈
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。
三
、
日
本
政
府
と
関
係
自
治
体
は
℃

核
事
故
に
備
え
て
避
難
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
予
行
演
習
を
実
施
す
べ

き
で
あ
る
。
五
、
日
本
政
府
、
関
係
自
治
体
は
、
米

軍
当
局
者
と
現
実
的
な
放
射
能
除
去
計
画
、
責
任
所

在
、
経
費
、
期
間
等
に
つ
い
て
協
議
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
核
事
故
の
も
た
ら
す
経
済
的
影
響
、
さ
ら
に
は

国
際
経
済
へ
の
影
響
を
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。
七
、

日
本
政
府
は
米
軍
に
核
事
故
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
デ

ー
タ
の
提
出
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
講
演
を
行
っ
た
上
、
博
士
は
ミ
ズ
ー
リ
母

港
化
阻
止
の
経
験
に
基
づ
き
、
公
開
に
よ
る
問
題
討

議
の
必
要
性
を
重
ね
て
強
調
し
、
日
本
の
運
動
に
希

望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
会
場
を
あ
と
に
し
た
。
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会計報告
(88,5,21-6.18) 

〔収入〕．

0前月からの繰越

mo 
r 経常繰越

L,.. 借入金繰越

0会費収入

r維持団体
内維持個人

訳参加団体

参加個人 9,000 

L通信会員 13,000 <, 

〇カンパ収入 26,000 

0反核ホットライン収入 2,400 

0在唐売上 7,800 

^ t'く，．で一 9- -

迫面

△サ氾醐1
△426,000 

50,000 

゜28,000 
゜

..—”` ̀  
畠
望
門
、
日
米
の
累
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
占
リ
ア
が
参

加
す
る
環
太
平
洋
合
同
演
習
「
リ
ム
パ
ッ
ク
8
8
j
が
、
日
本
時
間
で
十

七
日
か
ら
約
七
週
間
、
米
国
ハ
ワ
イ
や
中
部
太
平
洋
で
練
り
広
げ
ら
れ

る
。
「
戦
術
技
量
の
向
上
」
と
と
も
に
、
太
平
洋
を
取
り
巻
く
西
側
の

翌
塁
ホ
す
の
も
、
演
習
の
狙
い
だ
e

海
上
自
衛
隊
は
、
最
精
鋭
の
表

軍
慮
八
隻
な
と
艦
艇
十
隻
、
対
潜
哨
戒
概
八
磯
と
、
こ
れ
ま
で
の
最
大

棗
の
部
隊
を
派
遣
し
た
。
リ
ム
パ
ッ
ク
ほ
、
緊
密
化
す
る
ヨ
米
防
衛

協

力

の

隻

竺

い

え

る

。

（

環

一

戸

障

記

者

）

計△臨A9}

〔支出）

●家賃(6月分）

●電話代

●郵送代

●文具代

●手数料（郵便振替）

●次月への繰越

ヤ経常繰越

叫：借入金繰越

40,000 

7,210 

75,610 

11,400 

1,270 
x 

≫9 ―`‘~  ~ 

△紐細，一

△214,qn-
△426,000 

ヽ

計l:!. 505,~1
,. 

し
＊
絹
集

＊
定
価

＊
発
行

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信

雨
の
中
、
リ
ム
パ
ッ
ク
8
8
に
向
か
漬
ず
る
。
防
衛
庁
ば
「
演
習
は
特
定
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
今
月
行
わ

う
自
匝
器
の
国
か
ら
の
蕊
亭
に
対
し
、
特
定
の
れ
た
涎
器
庁
長
官
と
カ
ー
ル
ー
チ

113日
、
棗
湾
讐
崎
沖
で
、
国
を
防
衛
宮
茎
い
う
想
定
で
は
な
米
爵
蜃
の
日
米
防
衛
蔦
甥
羅

習
屈
社
ヘ
リ
コ
プ
ネ
か
ら
い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
設
器
で
は
、
嚢
慕
磁
東
ソ
盪
の
増

岩

．

i

日

本

有

事

の

際

、

来

翠

す

る

米

罹

強

問

題

を

取

皇

げ

、

カ

ー

ル

ー

チ

B

堕
庁
幹
部
は
「
訓
練
を
充
実
さ
部
隊
を
無
事
に
迎
え
入
れ
る
と
い
長
官
も
「
ソ
連
の
増
唇
続
い
て
扇

せ
る
た
め
」
も
て
い
る
が
、
来
側
ろ
、
海
自
の
戦
覧
繋
の
ま
ま
ぎ
い
る
。
そ
の
棗
ド
ク
り
リ
ン
に
自

今

か

ら

直

葵

の

要

請

駕

っ

た

い

え

る

。

に

見

え

書

塾

い

腎

、

g

-
8

r

Z

と
い
い
、
米
側
に
は
盗
磨
婆
こ
う
し
た
訓
練
内
容
に
つ
い
て
を
変
え
る
の
は
不
適
当
」
と
の
蜃
-

C
リ

の

ま

ん

だ

日

米

防

喜

力

の

畠

ぶ

畠

は

、

と

く

に

海

自

が

初

爵

し

を

を

示

し

た

。

海

事

の

あ

る

幹

部

は

l

は
、
五
十
五
年
の
第
七
回
だ
っ
た
。
繋
す
る
狙
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
曰
ろ
に
は
国
会
で
も
盛
ん
に
論
譲
さ
「
海
上
の
通
常
采
力
は
一
墨
祖
さ

C
E

霜
き
ょ
う
開
始
の
リ
ム
パ
ッ
ク

88"

豆
廿
＂
り
日
日
日

5

い
じ
記
鱈
認
い
り
り
、

や
し
、
開
の
六
・
十
一
年
に
は
I

八

き

い

。

州

J

平

洋

戦

略

の

一

環

で

、

海

上

交

携

言

い

切

る

。

と
ま
合
、
海
自
か
ら
参
加
す
る
主
力
所
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

A
1

共
同
防
衛
戦
略
に
つ
な
が
る
」
な
ど
リ
ム
パ
ッ
ク
に
は
第
一
回
か
盆

部
隊
は
、
対
潜
ヘ
リ

nプ
タ

＇

‘

-

―

-

磯

た

が

、

自

前

の

油

を

持

参

す

る

こ

と

国

会

の

論

議

も

減

り

既

成

事

実

化

I

I

J

慮

追

を

芍

し

か

し

、

今

回

は

こ

覆

っ

た

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

ほ

、

一

彩

す

醤

載

宮

「

．

羞

（

五

、

二

で

、

哲

慧

か

な

呂

毘

な

る

。

／

り

／

れ

ま

で

、

国

会

で

も

こ

れ

と

い

っ

た

煎

か

ら

米

唇

招

待

さ

れ

ず

不

参

0

0

ト

ン

）

な

益

晨

箋

ヘ

リ

米

塁

か

ら

離

れ

で

ぽ

き

＂

緊

密

な

日

米

防

衛

協

力

の

象

徴

に

畠

笈

‘

リ

ム

バ

ッ

ク

参

加

は

加

。

畠

馨

溶

疸

杏

問

題

で

、

米

↑

り

衛

戸

八

猥

を

持

ち

「

八

艦

八

環

j

と

呼

ば

で

g

ょ

魯

喜

。

既

成

棗

化

の

を

。

防

欝

爵

に

よ

る

製

り

骨

て

い

―

自
！
、
れ
る
編
成
で
、
海
自
で
は
景
も
近
代
華
上
喪
蕊
平
部
の
担
当
者
は
「
八
た
と
い
ろ
。
艦
八
磯
」
に
潜
水
鯉
一
隻
七
、
米
に
演
習
の
ハ
イ
ラ
イ
．
贔
、
サ
ン
ジ
は
「
漬
習
の
内
容
も
こ
れ
ま
で
変
わ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
米
と
一
枚
岩
で

ヅ

上

制

貨

姦

贋

位

だ

。

艦

八

9
フ
ス
悶
艦
で
、
必
要
か
よ
パ
ッ
ク
は
昭
和
四
土
ハ
年
、
次
ぐ
規
瑛
の
塁
を
派
造
す
る
ま
で
エ
ゴ
か
ら
ハ
ワ
イ
に
か
け
て
を
舞
台
っ
て
い
な
い
し
、
恒
例
化
し
て
き
派
遣
部
隊
を
増
強
し
て
い
る
日
本

＼

こ

の

八

筈

加

え

、

補

畠

も

っ

＋

を

と

し

て

お

り

、

互

回

自

の

米

、

カ

ナ

ダ

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

に

な

っ

た

。

と

す

る

対

抗

形

式

の

対

水

上

、

対

た

」

と

い

う

。

ほ

、

リ

ム

パ

ッ

ク

で

ま

す

ま

す

重

み

。l
洒
体
亀
て
初
め
て
「
喜
（
八
‘
-
0
参
加
で
塁
嬰
の
規
衷
は
上
畏
ニ
ュ
ー
ジ
ー
・
ラ
ン
ド
が
参
加
し
る
皇
、
オ
ー
歪
ラ
リ
ア
の
参
潜
、
防
空

9
9畠練
。
来
ソ
の
中
距
離
核
戟
力

(
I
N
を
増
し
て
い
る
。
「
い
ま
で
は
、
海

r

T

o

ト
ン
）
が
参
加
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
達
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
通
ま
り
、
四
十
八
年
か
ら
は
ほ
ぽ
二
年
加
規
挟
に
そ
れ
ほ
ど
の
変
動
か
な
い
海
自
は
米
海
軍
と
組
み
、
原
子
力
空

F

)

全
廃
条
約
や
、
ゴ
ル
パ
チ
ョ
フ
自
抜
き
の
リ
ム
パ
ッ
ク
は
考
え
ら
れ

リ
ム
パ
ッ
ク
瓦
、
護
齊
艦
の
捨
油
償
磯
能
な
と
能
力
の
面
で
も
、
蓋
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
。
海
自
が
米
の
に
比
べ
、
海
自
の
増
弾
ぶ
り
は
際
母
ニ
ミ
ッ
ツ
（
八
一
、
六
0
0
,
ン
)
●
記
長
の
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
政
策
で
、
な
い
j
と
、
海
自
関
係
者
が
い
う
ぽ
＿

の
際
、
米
側
の
理
定
す
る
日
時
、
湯
軍
と
ぽ
ぽ
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
側
の
招
待
に
応
じ
て
初
参
加
し
た
の
立
っ
て
い
る
。
を
対
抗
罷
啄
か
ら
護
藁
す
る
役
割
を
世
界
に
緊
張
緩
和
ム
ー
ド
が
流
れ
た
と
だ
。

リ

0
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一
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